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こ
の
「
因
幡
・
伯
耆
の
年
中

行
事
」
の
書
籍
は
、
因
幡
・
伯

耆
地
方
で
、
毎
年
ハ
レ
の
日
に

慣
習
と
し
て
行
わ
れ
る
祭
礼
・

行
事
等
を
数
年
間
か
け
て
聞
き

取
り
調
査
を
し
、
そ
れ
に
他
の

文
献
資
料
を
参
照
研
究
し
て
著

し
た
書
籍
で
あ
る
。

以
下
、
そ
の
一
部
だ
け
を
紹

介
し
た
い
と
思
う
。

○
因
幡
・
伯
耆
地
方
の
年
中
行

事
の
特
色
は
、
旧
一
月
と
旧
七

月
に
祭
礼
・
行
事
が
多
い
。
そ

れ
は
、
一
年
を
二
分
化
し
、
そ

の
最
初
の
月
に
豊
作
を
願
う
祈

願
祭
と
か
、
一
族
の
繁
栄
、
地

域
集
団
の
結
合
を
は
か
る
た
め

の
行
事
で
あ
っ
た
。

慣
習
行
事
に
従
わ
ぬ
者
は
、

制
裁
を
受
け
る
と
い
う
ケ
ー
ス

は
因
伯
各
地
に
見
ら
れ
る
。

（
注
）
村
捉
、
村
規
約
が
あ
り
、
違
反
者
の

処
罰
が
古
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

み
そ
か

○
六
月
．
十
二
月
晦
の
祓
行
事

な
ど
し

は
、
因
幡
・
伯
耆
で
は
、
「
夏
越

謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
を
寿
ぎ
、

ご
皇
室
の
弥
栄
と
敬
宮
愛
子
内

親
王
様
の
お
健
や
か
な
ご
成
長

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
併
せ
て

神
宮
を
始
め
各
神
社
の
ご
隆
昌

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
二
年
に
創
立
三
十
五

周
年
と
い
う
節
目
の
事
業
を
終

え
た
鳥
取
県
神
道
青
年
会
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
は
、
そ
の
時
代

時
代
に
直
面
し
た
諸
問
題
に
真

蟄
に
取
り
組
ま
れ
た
先
輩
諸
兄

の
奮
闘
と
苦
難
の
歴
史
で
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
七
月
に
図
ら
ず

も
本
会
の
栄
え
あ
る
歴
史
の
一

端
を
担
う
事
と
な
り
、
そ
の
任

の
重
要
さ
に
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

就
１
任
挨
拶
》

式
鳥
取
県
神
道
青
年
会

因
幡
・
伯
耆
の
年
中
行
事

参
考
文
献
紹
介

鳥
取
神

I

鱗鍛
苓諦辞一

み
な
づ
き
み
な
．
つ
き

の
祓
」
。
「
水
無
月
祓
（
六
月
祓
）
」

「
輪
く
ぐ
り
さ
ん
」
な
ど
と
い
毒
１

ひ
と
が
た

人
形
を
持
っ
て
茅
の
輪
を
く
ぐ

っ
て
神
社
に
参
拝
し
た
。
大
祓

は
延
喜
式
に
定
め
る
国
家
的
行

お
お
い
ざ
き
り
ぬ
さ

事
で
あ
っ
た
。
大
麻
・
切
麻
は
、

「
み
そ
ぎ
」
・
「
は
ら
へ
」
の
系

統
を
引
く
。

（
注
）
大
麻
は
大
勢
の
祓
用
、
切
麻
は
己

自
身
を
祓
用
。
し
か
し
両
者
と
も
神
に
手

向
け
る
物
を
い
う
。
（
延
喜
式
に
定
め
ら

れ
て
い
る
）

○
年
神
様
は
、
因
幡
・
伯
耆
と
も
、

色
々
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
八
頭

郡
佐
治
で
は
先
祖
神
で
、
盆
と

同
じ
よ
う
に
毎
年
そ
の
家
を
庇

護
・
支
援
す
る
た
め
に
帰
っ
て

き
て
く
だ
さ
る
と
い
う
。
岩
美

郡
国
府
で
は
、
天
照
大
神
で
、

そ
の
掛
絵
を
掛
け
る
と
い
う
。

》
麻
は
己

さ
て
、
ご
承
知
の
通
り
本
会

は
東
・
中
・
西
部
三
つ
の
単
位

会
か
ら
な
る
協
議
会
的
な
組
織

体
制
を
と
っ
て
お
り
、
各
単
位

会
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
た
意
見
を

協
議
す
る
事
に
よ
っ
て
そ
の
運

営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
会
員
個
個
の
思
い
も
各

単
位
会
を
通
し
て
反
映
さ
れ
本

来
は
積
極
的
な
活
動
が
容
易
に

展
開
出
来
る
訳
で
す
が
、
会
員

の
殆
ど
は
他
職
を
兼
務
す
る
神

職
で
あ
り
、
更
に
は
東
西
に
長

い
当
県
ゆ
え
の
人
間
気
質
や
地

域
性
な
ど
も
あ
っ
て
の
こ
と
か

組
織
の
特
性
を
充
分
に
活
か
し

き
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
会
員
一

人
一
人
の
優
れ
た
資
質
や
能
力

因
幡
・
伯
耆
の
年
中
行
事

i
§

i

室
肩…篭 霧

林
道
理
著

夕、へ

震 通
僑 一

）
神
に
手
一

一
定
め
ら
一

と
も
、
一

八
頭
一

盆
と
一

黍
を
庇
一

ｍ
っ
て
一

岩
美
一

秤
で
、
一

い
》
ハ
ノ
Ｏ
一

事
税
社
一

一
丁
十
林
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斬
円
叢
一

唾
軸
一

耆
体
一

伯
本
一

■
ｂ
ｅ

幡
価
一

因
定
一

東
伯
町
で
は
ト
シ
ト
コ
サ
ン
、
赤

碕
で
は
お
は
ら
い
さ
ん
、
米
子

は
田
畑
の
神
で
片
足
の
女
神
で

あ
る
と
い
う
。
日
南
町
で
は
サ

ン
バ
イ
サ
ン
と
呼
ぶ
田
の
神
で
、

片
足
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

○
五
月
五
日
の
端
午
の
節
供
に

笹
巻
を
作
ら
な
い
所
が
あ
る
。

東
伯
郡
東
郷
町
川
上
、
泊
村
園
、

大
栄
町
東
園
、
西
園
、
由
良
宿
、

妻
波
、
大
谷
、
東
伯
町
中
尾
な
ど
。

理
由
は
、
氏
神
様
が
笹
で
眼
を

突
か
れ
た
、
笹
巻
を
喉
に
詰
め

ら
れ
た
と
い
う
伝
承
。

○
山
の
神
祭
、
因
幡
は
二
月
九

日
と
十
月
九
日
。
伯
耆
は
一
月

九
日
。
両
地
方
と
も
こ
の
日
は

入
山
は
禁
止
、
ひ
た
す
ら
山
の

神
を
祭
る
。
間
違
っ
て
入
山
す

る
と
怪
我
又
は
死
。
山
の
神
は

春
に
な
る
と
田
に
下
が
っ
て
田

の
神
。
秋
の
収
穫
と
共
に
山
に

か
わ
く
る

帰
ら
れ
る
と
い
う
。
倉
吉
河
来

み見
で
は
、
好
物
お
こ
ぜ
を
供
え
る
。

を
負
の
方
向
に
向
け
る
こ
と
な

く
建
設
的
意
見
を
基
調
と
し
た

和
合
の
心
と
積
極
性
が
本
会
の

運
営
に
は
必
要
と
感
じ
ま
す
。

私
共
は
奉
務
神
社
の
維
持
発
展

と
神
職
と
し
て
の
高
邇
な
人
格

形
成
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
敬

愛
す
る
郷
土
の
伝
統
文
化
の
護

持
継
承
、
混
迷
す
る
社
会
風
潮

へ
の
危
機
意
識
を
活
動
に
反
映

し
本
会
設
立
草
創
期
の
先
輩
諸

兄
の
気
概
に
習
い
、
物
質
的
に

は
遙
か
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

っ
て
も
惟
神
の
大
道
を
見
間
違

う
事
無
く
青
年
神
職
ら
し
い
創

造
的
な
実
践
活
動
を
行
っ
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
浅
学
非

才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
当
県

斯
界
と
本
会
の
為
、
微
力
を
尽

く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で

会
員
の
皆
様
に
は
一
層
の
奮
起

と
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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霧林道理氏

平成12年度決算および13年度予算

昨
年
の
総
会
を
以
っ
て
任
期

満
了
に
よ
り
、
鳥
取
県
青
年
神

職
会
の
会
長
を
退
任
致
し
ま
し

た
。
在
任
中
は
、
会
員
諸
氏
や

諸
先
輩
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

の
下
、
重
点
目
標
に
掲
げ
て
お

り
ま
し
た
「
鳥
取
県
神
道
青
年

会
三
十
五
周
年
記
念
事
業
」
を

っ
つ
が
な
く
執
り
納
め
る
事
が

で
き
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
二
年
の
任
期

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
西
部
・
日
野

に
甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し

た
震
災
、
皇
太
后
陛
下
の
崩
御
、

そ
し
て
神
道
青
年
会
に
於
て

も
「
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議

会
」
の
立
ち
あ
げ
等
、
様
々
あ

り
ま
し
た
が
、
私
個
人
に
と
っ

て
も
多
く
の
事
を
学
ん
だ
時
期

で
あ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
よ
り
後
、
木
山
会
長
を

中
心
に
会
員
諸
氏
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

平
成
十
三
年
度
鳥
取
県
神
道
青
年
会
事
業
計
画
書

重
点
目
標

一
、
神
道
青
年
と
し
て
の
意
識
高
揚
と
自
己
研
讃
の
実
践

二
、
単
位
会
会
員
の
相
互
交
流
を
進
め
る

三
、
神
青
協
活
動
方
針
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
進
め
る

事
業

一
、
県
神
青
通
信
第
九
号
の
発
行
（
西
部
青
年
神
職
会
担
当
）

二
、
単
位
会
に
於
け
る
事
業
の
推
進

三
、
中
国
地
区
氏
青
神
青
合
同
研
修
会
等
へ
の
派
遣
（
山
口
・
六
月
予
定
）

四
、
平
成
十
六
年
開
催
予
定
の
中
国
地
区
氏
青
神
青
合
同
研
修
会
の
準
備

退
任
挨
拶

(単位：円）〔収入の部〕
へ

へ 12年度決算額

105,000

212,000

20,000

225,689

562.689

13年度予算額

105,000

212,000

20,000

191,219

528,219

項 目

会 費

助 成 金

雑 収 入

前年度繰越金

合 計

鳥
取
県
神
道
青
年
会

前
会
長
霧
林
敦

〔支出の部〕

12年度決算額

30,000

20,000

50，000

140,000

25,000

55．500

13年度予算額

30,000

20,000

50，000

140,000

25,000

55,500

80,000

10，000

30.000

87,719

528．219

項 目

総 会 費

役員会費

事 業 費

対外派遣助成費

事 務 費

神青協負担金

地区負担金

特別積立金

渉 外 費

予 備 費

合 計

会
長

副
会
長

″〃
理
事

〃〃″″″〃″″
監
事

〃

事
務
局

直
前
会
長

る
で
あ
ろ
う
青
年
神
職
の
方
々

に
も
エ
ー
ル
を
送
ら
せ
て
頂
き

ま
す
。遡

詞
過
鐵
劉
刻

木
山
典
明

横
山
景
昭

櫃
田
稔

中
嶋
盛
浩

戸
板
重
則

岡
村
吉
彦

伊
福
部
広
司

御
舩
斎
紀

池
田
豐
具

池
本
靖

安
江
昌
史

門
脇
泰
成

今
岡
靖
史

宇
田
川
和
人

池
田
宏
一

中
鴫
俊
史

霧
林
敦

80,000

10,000

30,000

122，189

聯､零
嘩 …．

i嘩驚
へへ一ヘヘヘヘヘヘヘ〆一､へへへへへへへ

東西中東西西西中中中東東東西中東西
一一……ー………… …ーー………… ;I" 562.689



信鳥取神青通 平成14年6月1日 （2）鳥取神胄通信 第9号(3) 平成14年6月1日 第9号

経
済
不
況
で
構
造
改
革
が
叫

ば
れ
る
中
、
次
々
官
僚
の
汚
職

が
明
白
と
な
り
、
国
外
で
は
同

時
多
発
テ
ロ
以
来
、
日
本
も
無

関
心
で
い
ら
れ
ず
、
暗
い
ニ
ュ

ー
ス
が
続
い
て
い
る
が
、
十
二

月
一
日
皇
孫
殿
下
御
誕
生
と
い

請
う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
、
国
民

は
奉
祝
に
沸
い
た
。

謬
１
１
１
‐
Ⅷ
‐
４
１
℃
＃

９
１
・
侶
湘

州

１

ｑ

１

１

“

１

．

１

１

牌

Ｊ

１

１

ｑ

１

１

－
》

》
》
》
灘
一
》
罎
權
蝿
剰
稲
坐
識
吋
岸
・

殿
下
稗
誕
生
■

一

叩
鉾

弥
臼
い
も
刃
一

Ｆ
肘

、

零
〆
蹄
癖
綴
轤
鍛
伊
嘩
嘩
型

B

親
会
こ
等
ま
と
ま
っ
た
研
修

平
成
十
三
年
八
月
十
一
日
、

十
二
日
の
両
日
、
若
葦
会
主
要

行
事
で
あ
り
ま
す
、
夏
期
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
鳥
取
市
行
徳
の
「
聖

神
社
」
を
主
会
場
に
、
隣
の
公

民
館
で
宿
泊
さ
せ
て
頂
き
、
旗

ぎ
は
昨
年
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
用
瀬
町
の
「
三
角
山
（
み

す
み
や
ま
）
神
社
」
で
行
い
ま

し
た
。の

べ
参
加
者
数
は
十
七
名
、

内
全
日
程
参
加
が
六
名
、
半
日

参
加
八
名
、
膜
ぎ
ま
で
参
加
一

名
、
膜
ぎ
の
み
参
加
一
名
、
懇

親
会
の
み
参
加
一
名
と
、
会
員

の
多
く
が
神
職
以
外
の
仕
事
を

持
つ
兼
職
で
あ
る
関
係
上
、
全

日
程
参
加
で
き
る
者
は
少
な
く

な
り
ま
す
が
、
「
因
幡
相
伝
楽
」

「
腰
ぎ
」
「
祭
式
講
習
」
そ
の

他
「
講
話
」
「
研
究
討
議
（
懇

〆一、が
で
き
る
数
少
な
い
機
会
と
あ

鳥
取
県
神
社
庁

庁
長
米
原
尊
昭

東
部
若
葦
会

潮

◆
◆
・
東
。
■
牢
酔
ゞ
茜
単
位
鰯
取
卿
組
謬
・
・
令

、_ノ

神
社
で
事
務
を
執
っ
て
い
る

と
、
机
上
の
電
話
機
に
フ
ァ
ッ

ク
ス
が
、
神
社
庁
か
ら
は
い
っ
た
。

神
道
青
年
全
国
協
議
会
会
長

名
で
、
神
社
庁
長
宛
に
「
皇
孫

殿
下
御
誕
生
奉
祝
懸
垂
旗
の
頒

布
に
つ
い
て
」
と
し
、
全
国
神

社
の
社
頭
に
掲
げ
て
頂
き
た
い

が
、
一
枚
千
三
百
円
の
由
、
読

み
終
わ
っ
た
頃
、
神
社
庁
の
長

尾
参
事
か
ら
電
話
で
「
ど
う
取

り
計
ら
っ
た
ら
よ
い
か
」
と
。

私
は
元
日
の
初
参
り
に
間
に

合
わ
せ
た
い
が
余
日
が
な
い
か

ら
、
神
社
庁
の
支
部
組
織
の
協

力
を
お
願
い
し
た
ら
と
思
う
。

副
庁
長
、
理
事
、
各
支
部
長
に

っ
て
、
旗
ぎ
だ
け
で
も
参
加
し

よ
う
と
い
う
会
員
も
あ
り
、
若

葦
会
員
相
互
の
結
束
の
堅
さ
と
、

こ
の
研
修
会
の
意
義
の
深
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
「
聖
神
社
」

禰
宜
の
松
田
直
也
氏
、
「
三
角
山

神
社
」
宮
司
の
田
中
倫
明
氏

に
は
、
会
場
を
お
貸
し
頂
く
と

同
時
に
、
各
種
研
修
の
講
師
も

務
め
て
頂
き
、
大
変
な
ご
苦
労

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
内
容
の
充
実
し

た
善
い
研
修
会
に
な
っ
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 夕込へ

濯ぎ参加者は左から、 田中倫明戸板重則
松田直也小坂雅彦横山景昭宇田川和人
霧林敦伊福部広司

電
話
で
意
向
を
聞
き
、
同
意
が

あ
れ
ば
、
県
の
青
神
と
連
係
し
、

即
刻
手
を
打
っ
た
が
よ
い
。
と

指
示
。か

く
て
予
定
数
を
達
成
し
、

初
参
り
の
社
頭
に
掛
け
ら
れ
、

奉
祝
ム
ー
ド
が
盛
り
上
が
っ
た
。

神
社
本
庁
内
に
総
務
局
を
置

く
神
道
青
年
全
国
協
議
会
で

は
、
あ
っ
と
い
請
う
間
の
対
応
で
、

全
国
的
に
名
を
挙
げ
た
と
し
て
、

感
謝
さ
れ
た
と
は
、
長
尾
参
事

か
ら
の
報
告
。

次
の
時
代
を
受
け
て
立
つ
青

神
の
活
動
に
対
し
て
、
神
社
庁

は
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
一
層
の

活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
皇
室
の
御
慶
事
は
、

七
日
目
に
「
浴
湯
の
儀
」
「
命
名

の
儀
」
「
宮
中
三
殿
に
誕
生
命
名

奉
告
の
儀
」
が
皇
室
の
伝
統
と

中
部
青
年
神
職
会
は
、
現
在

会
員
十
五
名
で
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
兼
職
で

あ
り
、
中
に
は
休
日
出
勤
の
会

員
も
お
り
、
事
業
等
を
実
施
し

て
も
全
員
が
集
ま
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
会
の
諸

先
輩
方
の
熱
い
激
励
の
お
言
葉

や
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
何

と
か
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

活
動
の
中
で
、
毎
年
二
月
十
一

日
に
建
国
祭
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
河
村
・
久
米
・
八
橋
の
旧

郡
で
順
番
に
お
願
い
を
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
宮
司
さ
ん

方
に
も
こ
の
事
業
は
、
た
い
へ
ん

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

お
願
い
を
す
る
と
快
く
お
引
き

受
け
い
た
だ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
総
代
さ
ん
に
も
ご
出
席
い
た

だ
く
な
ど
、
祭
り
を
盛
大
に
行

/一、っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

中
部
青
年
神
職
会
L_ノ 皇孫殿下御誕生奉祝懸垂旗 （

し
て
行
わ
れ
た
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
は
、

あ
ま
が
つ

御
誕
生
直
後
「
天
児
」
と
「
犬

張
子
」
と
を
お
贈
り
さ
れ
、
「
命

名
の
儀
」
の
後
に
、
絹
の
産
着

と
肌
着
を
お
贈
り
さ
れ
、
伝
承

を
受
け
継
い
で
お
ら
れ
る
。

神
社
新
報
は
論
説
に
お
い

て
「
皇
孫
殿
下
の
御
生
誕
を
寿

ぐ
に
あ
た
り
、
祖
先
と
子
孫
の

仲
を
取
り
持
つ
我
々
の
使
命
を

今
一
度
思
ひ
直
し
、
皇
統
連
綿

た
る
こ
と
を
乞
ひ
祈
み
奉
り
、

高
ら
か
に
聖
寿
の
万
歳
を
奉
唱

申
し
上
げ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

中
部
青
年
神
職
会
に
は
、
近

年
、
新
入
会
員
が
な
く
、
毎
年

平
均
年
齢
を
上
げ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
先
輩
方
か
ら
は
、

世
代
に
よ
っ
て
こ
ん
な
時
期
も

あ
る
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
新

し
い
会
員
の
方
に
入
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
、
７
な
活
動
を

続
け
る
責
務
を
私
た
ち
が
担
っ

最
近
で
は
そ
の
家
族
ま

し
よ
う
か
。

西
部
青
年
神
職
会
は

同
士
の
つ
な
が
り
の
み
で

西
部
青
年
神
職
会
は
、
持
ち

前
の
明
る
さ
と
、
積
極
性
を
生

か
し
た
活
動
を
致
し
て
お
り
ま

す
。
各
事
業
へ
の
取
り
組
み
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
研
修
会
等

へ
の
参
加
も
積
極
的
で
あ
り
、

先
日
、
四
国
は
愛
媛
の
松
山
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
、
神
青
協
中

央
研
修
会
へ
も
、
当
会
か
ら
多

数
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
各
会
員
が
率
先
垂
範

の
心
を
持
ち
、
「
自
分
が
こ
の
会

に
、
ど
の
様
に
貢
献
し
て
い
け

／~、る
か
？
」
と
常
に
考
え

て
い
る
か
ら
こ
そ
で
は

会
員
も
参
加
者
が
少
な
い
中
、

式
次
第
や
作
法
を
研
修
し
な
が

ら
、
真
剣
に
ご
奉
仕
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

こ
の
活
動
を
続
け
て
い
く
と
と

も
に
、
参
加
者
の
増
加
も
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
会
員
を
求
め
て

西
・
部
青
年
神
職
会

尹堅
へ

行
動
し

先
ひ
い
で

、
神
職

な
く
、

で
も
交 、二jノ

｜
編
集
後

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
き

た
い
で
す
。

中
部
青
年
神
職
会
池
田
豊
具

記
事
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
諸
先
輩
方
と
鳥
取
県
神
道
青

年
会
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
西
部
青
年

神
職
会
会
長
を
は
じ
め
、
多

く
の
会
員
の
方
の
ご
協
力
に
よ

り
本
通
信
の
発
行
が
で
き
た
こ

と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
致

し
ま
し
て
、
神
青
協
力
中
央
研

修
会
で
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

西
部
青
年
神
職
会
櫃
田
康
一

■謙竃辞.
流
を
深
め
よ
う
と
、
昨
年
夏
に
「
子

弟
交
流
会
」
を
催
し
ま
し
た
。

家
族
同
伴
で
一
泊
二
日
の
日
程

を
組
み
、
大
神
山
神
社
正
式
参

拝
に
て
、
宮
司
の
相
見
行
佳
先

生
の
御
講
話
を
拝
聴
さ
せ
て
頂

い
た
後
、
大
山
青
年
の
家
に
移

動
し
、
そ
の
夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
に
蛍
見
物
、
二
日
目
は
、
カ

ヌ
ー
教
室
を
開
き
、
特
に
子
供

達
が
楽
し
め
る
様
な
会
と
な
り

ま
し
た
。
帰
る
頃
に
は
皆
淋
し

く
な
る
程
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
た
よ
う
で
、
今
後
を
担

う
子
供
達
、
そ
の
子
供
達
へ
の

夢
を
膨
ら
ま
す
と
同
時
に
、
当

会
の
将
来
へ
の
夢
が
広
が
っ
て

い
く
の
を
感
じ
ら
れ
た
二
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
単
位
の
み
な
ら
ず
、

当
県
斯
界
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
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小林よしのり先生と西部青年神職会会員
（道後温泉本館前）

神青協中央研修会で講師をしていた
だいた小林よしのり先生のサイン
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経
済
不
況
で
構
造
改
革
が
叫

ば
れ
る
中
、
次
々
官
僚
の
汚
職

が
明
白
と
な
り
、
国
外
で
は
同

時
多
発
テ
ロ
以
来
、
日
本
も
無

関
心
で
い
ら
れ
ず
、
暗
い
ニ
ュ

ー
ス
が
続
い
て
い
る
が
、
十
二

月
一
日
皇
孫
殿
下
御
誕
生
と
い

う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
、
国
民

は
奉
祝
に
沸
い
た
。

平
成
十
三
年
八
月
十
一
日
、

十
二
日
の
両
日
、
若
葦
会
主
要

行
事
で
あ
り
ま
す
、
夏
期
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
鳥
取
市
行
徳
の
「
聖

神
社
」
を
主
会
場
に
、
隣
の
公

民
館
で
宿
泊
さ
せ
て
頂
き
、
膜

ぎ
は
昨
年
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
用
瀬
町
の
「
三
角
山
（
み

す
み
や
ま
）
神
社
」
で
行
い
ま

し
た
。の

べ
参
加
者
数
は
十
七
名
、

内
全
日
程
参
加
が
六
名
、
半
日

参
加
八
名
、
旗
ぎ
ま
で
参
加
一

名
、
旗
ぎ
の
み
参
加
一
名
、
懇

親
会
の
み
参
加
一
名
と
、
会
員

の
多
く
が
神
職
以
外
の
仕
事
を

持
つ
兼
職
で
あ
る
関
係
上
、
全

日
程
参
加
で
き
る
者
は
少
な
く

な
り
ま
す
が
、
「
因
幡
相
伝
楽
」

「
旗
ぎ
」
「
祭
式
講
習
」
そ
の

他
「
講
話
」
「
研
究
討
議
（
懇

／一、が
で
き
る
数
少
な
い
機
会
と
あ
一

親
会
ご
等
ま
と
ま
っ
た
研
修
一
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神
社
で
事
務
を
執
っ
て
い
る

と
、
机
上
の
電
話
機
に
フ
ァ
ッ

ク
ス
が
、
神
社
庁
か
ら
は
い
っ
た
。

神
道
青
年
全
国
協
議
会
会
長

名
で
、
神
社
庁
長
宛
に
「
皇
孫

殿
下
御
誕
生
奉
祝
懸
垂
旗
の
頒

布
に
つ
い
て
」
と
し
、
全
国
神

社
の
社
頭
に
掲
げ
て
頂
き
た
い

が
、
一
枚
千
三
百
円
の
由
、
読

み
終
わ
っ
た
頃
、
神
社
庁
の
長

尾
参
事
か
ら
電
話
で
「
ど
う
取

り
計
ら
っ
た
ら
よ
い
か
」
と
。

私
は
元
日
の
初
参
り
に
間
に

合
わ
せ
た
い
が
余
日
が
な
い
か

ら
、
神
社
庁
の
支
部
組
織
の
協

力
を
お
願
い
し
た
ら
と
思
う
。

副
庁
長
、
理
事
、
各
支
部
長
に

ｒ
川
Ⅱ
Ⅱ
川
１
１
１
１

っ
て
、
涙
ぎ
だ
け
で
も
参
加
し

よ
う
と
い
う
会
員
も
あ
り
、
若

葦
会
員
相
互
の
結
束
の
堅
さ
と
、

こ
の
研
修
会
の
意
義
の
深
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
「
聖
神
社
」

禰
宜
の
松
田
直
也
氏
、
「
三
角
山

神
社
」
宮
司
の
田
中
倫
明
氏

に
は
、
会
場
を
お
貸
し
頂
く
と

同
時
に
、
各
種
研
修
の
講
師
も

務
め
て
頂
き
、
大
変
な
ご
苦
労

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
内
容
の
充
実
し

た
善
い
研
修
会
に
な
っ
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

Ｆ
配
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週
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誤ぎ参加者は左から、 田中倫明戸板重則
松田直也小坂雅彦横山景昭宇田川和人
霧林敦伊福部広司
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電
話
で
意
向
を
聞
き
、
同
意
が

あ
れ
ば
、
県
の
青
神
と
連
係
し
、

即
刻
手
を
打
っ
た
が
よ
い
。
と

指
示
。か

く
て
予
定
数
を
達
成
し
、

初
参
り
の
社
頭
に
掛
け
ら
れ
、

奉
祝
ム
ー
ド
が
盛
り
上
が
っ
た
。

神
社
本
庁
内
に
総
務
局
を
置

く
神
道
青
年
全
国
協
議
会
で

は
、
あ
っ
と
い
う
間
の
対
応
で
、

全
国
的
に
名
を
挙
げ
た
と
し
て
、

感
謝
さ
れ
た
と
は
、
長
尾
参
事

か
ら
の
報
告
。

次
の
時
代
を
受
け
て
立
つ
青

神
の
活
動
に
対
し
て
、
神
社
庁

は
協
力
を
惜
し
ま
ず
，
一
層
の

活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
皇
室
の
御
慶
事
は
、

七
日
目
に
「
浴
湯
の
儀
」
「
命
名

の
儀
」
「
宮
中
三
殿
に
誕
生
命
名

奉
告
の
儀
」
が
皇
室
の
伝
統
と

中
部
青
年
神
職
会
は
、
現
在

会
員
十
五
名
で
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
兼
職
で

あ
り
、
中
に
は
休
日
出
勤
の
会

員
も
お
り
、
事
業
等
を
実
施
し

て
も
全
員
が
集
ま
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
会
の
諸

先
輩
方
の
熱
い
激
励
の
お
言
葉

や
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
何

と
か
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

活
動
の
中
で
、
毎
年
二
月
十
一

日
に
建
国
祭
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
河
村
・
久
米
・
八
橋
の
旧

郡
で
順
番
に
お
願
い
を
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
宮
司
さ
ん

方
に
も
こ
の
事
業
は
、
た
い
へ
ん

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

お
願
い
を
す
る
と
快
く
お
引
き

受
け
い
た
だ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
総
代
さ
ん
に
も
ご
出
席
い
た

だ
く
な
ど
、
祭
り
を
盛
大
に
行

/〆~、っ
て
い
た
だ
い
て
お
・
り
ま
す
。

中
．
部
青
年
神
職
会

皇孫殿下御誕生奉祝懸垂旗 と塩、ン ＝一＝一

し
て
行
わ
れ
た
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
は
、

あ
ま
が
つ

御
誕
生
直
後
「
天
児
」
と
「
犬

張
子
」
と
を
お
贈
り
さ
れ
、
「
命

名
の
儀
」
の
後
に
、
絹
の
産
着

と
肌
着
を
お
贈
り
さ
れ
、
伝
承

を
受
け
継
い
で
お
ら
れ
る
。

神
社
新
報
は
論
説
に
お
い

て
「
皇
孫
殿
下
の
御
生
誕
を
寿

ぐ
に
あ
た
り
、
祖
先
と
子
孫
の

仲
を
取
り
持
つ
我
々
の
使
命
を

今
一
度
思
ひ
直
し
、
皇
統
連
綿

た
る
こ
と
を
乞
ひ
祈
み
奉
り
、

高
ら
か
に
聖
寿
の
万
歳
を
奉
唱

申
し
上
げ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

｜
新
会
員
を
求
め
て
，
’

中
部
青
年
神
職
会
に
は
、
近

年
、
新
入
会
員
が
な
く
、
毎
年

平
均
年
齢
を
上
げ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
先
輩
方
か
ら
は
、

世
代
に
よ
っ
て
こ
ん
な
時
期
も

あ
る
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
新

し
い
会
員
の
方
に
入
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を

続
け
る
責
務
を
私
た
ち
が
担
っ

最
近
で
は
そ
の
家
族
ま
で
も
交

同
士
の
つ
な
が
り
の
み
で
な
く
、

西
部
青
年
神
職
会
は
、
持
ち

前
の
明
る
さ
と
、
積
極
性
を
生

か
し
た
活
動
を
致
し
て
お
り
ま

す
。
各
事
業
へ
の
取
り
組
み
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
研
修
会
等

へ
の
参
加
も
積
極
的
で
あ
り
、

先
日
、
四
国
は
愛
媛
の
松
山
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
、
神
青
協
中

央
研
修
会
へ
も
、
当
会
か
ら
多

数
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
各
会
員
が
率
先
垂
範

の
心
を
持
ち
、
「
自
分
が
こ
の
会

に
、
ど
の
様
に
貢
献
し
て
い
け

る
か
？

て
い
る

し
ょ
語
７

/ゲーヘ、 会
員
も
参
加
者
が
少
な
い
中
、

式
次
第
や
作
法
を
研
修
し
な
が

ら
、
真
剣
に
ご
奉
仕
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

こ
の
活
動
を
続
け
て
い
く
と
と

も
に
、
参
加
者
の
増
加
も
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
部
青
年
神
職
会
は

西
部
青
年
神
識
会

毎国へ

」
と
常
に
考
え
行
動
し
－

か
ら
こ
そ
で
は
な
い
で
一

か
。青

年
神
職
会
は
、
神
職
一

、塾ノ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
き

た
い
で
す
。

中
部
青
年
神
職
会
池
田
豊
具

》
毒
鶴

一

一
一
一
毒
一
函
呼
画
確
斡

聯鍛
記
事
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
諸
先
輩
方
と
鳥
取
県
神
道
青

年
会
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
西
部
青
年

神
職
会
会
長
を
は
じ
め
、
多

く
の
会
員
の
方
の
ご
協
力
に
よ

り
本
通
信
の
発
行
が
で
き
た
こ

と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
致

し
ま
し
て
、
神
胄
協
力
中
央
研

修
会
で
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

西
部
青
年
神
職
会
櫃
田
康
一

流
を
深
め
よ
う
と
、
昨
年
夏
に
「
子

弟
交
流
会
」
を
催
し
ま
し
た
。

家
族
同
伴
で
一
泊
二
日
の
日
程

を
組
み
、
大
神
山
神
社
正
式
参

拝
に
て
、
宮
司
の
相
見
行
佳
先

生
の
御
講
話
を
拝
聴
さ
せ
て
頂

い
た
後
、
大
山
青
年
の
家
に
移

動
し
、
そ
の
夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
に
蛍
見
物
、
二
日
目
は
、
カ

ヌ
ー
教
室
を
開
き
、
特
に
子
供

達
が
楽
し
め
る
様
な
会
と
な
り

ま
し
た
。
帰
る
頃
に
は
皆
淋
し

く
な
る
程
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
た
よ
う
で
、
今
後
を
担

う
子
供
達
、
そ
の
子
供
達
へ
の

夢
を
膨
ら
ま
す
と
同
時
に
、
当

会
の
将
来
へ
の
夢
が
広
が
っ
て

い
く
の
を
感
じ
ら
れ
た
二
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
単
位
の
み
な
ら
ず
、

当
県
斯
界
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

小林よしのり先生と西部青年神職会会員
（道後温泉本館前）

神青協中央研修会で講師をしていた
だいた小林よしのり先生のサイン

編
案
俊
一
託
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こ
の
「
因
幡
・
伯
耆
の
年
中

行
事
」
の
書
籍
は
、
因
幡
・
伯

耆
地
方
で
、
毎
年
ハ
レ
の
日
に

慣
習
と
し
て
行
わ
れ
る
祭
礼
・

行
事
等
を
数
年
間
か
け
て
聞
き

取
り
調
査
を
し
、
そ
れ
に
他
の

文
献
資
料
を
参
照
研
究
し
て
著

し
た
書
籍
で
あ
る
。

以
下
、
そ
の
一
部
だ
け
を
紹

介
し
た
い
と
思
う
。

○
因
幡
・
伯
耆
地
方
の
年
中
行

事
の
特
色
は
、
旧
一
月
と
旧
七

月
に
祭
礼
・
行
事
が
多
い
。
そ

れ
は
、
一
年
を
二
分
化
し
、
そ

の
最
初
の
月
に
豊
作
を
願
う
祈

願
祭
と
か
、
一
族
の
繁
栄
、
地

域
集
団
の
結
合
を
は
か
る
た
め

の
行
事
で
あ
っ
た
。

慣
習
行
事
に
従
わ
ぬ
者
は
、

制
裁
を
受
け
る
と
い
う
ケ
ー
ス

は
因
伯
各
地
に
見
ら
れ
る
。

（
注
）
村
捉
、
村
規
約
が
あ
り
、
違
反
者
の

処
罰
が
古
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

み
そ
か

○
六
月
．
十
二
月
晦
の
祓
行
事

な
ど
し

は
、
因
幡
・
伯
耆
で
は
、
「
夏
越

謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
を
寿
ぎ
、

ご
皇
室
の
弥
栄
と
敬
宮
愛
子
内

親
王
様
の
お
健
や
か
な
ご
成
長

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
併
せ
て

神
宮
を
始
め
各
神
社
の
ご
隆
昌

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
二
年
に
創
立
三
十
五

周
年
と
い
う
節
目
の
事
業
を
終

え
た
鳥
取
県
神
道
青
年
会
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
は
、
そ
の
時
代

時
代
に
直
面
し
た
諸
問
題
に
真

蟄
に
取
り
組
ま
れ
た
先
輩
諸
兄

の
奮
闘
と
苦
難
の
歴
史
で
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
七
月
に
図
ら
ず

も
本
会
の
栄
え
あ
る
歴
史
の
一

端
を
担
う
事
と
な
り
、
そ
の
任

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
優
れ
た
資
質
や
能
力
－
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
｜
れ
か
ら
会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
一
直
前
会
長

の
重
要
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
一
き
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
会
員
一
一
と
ご
支
援
ご
協
力
を
頂

就
任
挨
品
拶

参
考

烏

聡
[ …

識
青

鳥
取
県
神
道
青
年
会

会
長
木
．
山
典
明

文
献

＃
癖織;蕊癖

み
な
づ
き
み
な
●
つ
き

の
祓
」
。
「
水
無
月
祓
（
六
月
祓
）
」

「
輪
く
ぐ
り
さ
ん
」
な
ど
と
い
う
。

ひ
と
が
た

人
形
を
持
っ
て
茅
の
輪
を
く
ぐ

っ
て
神
社
に
参
拝
し
た
。
大
祓

は
延
喜
式
に
定
め
る
国
家
的
行

お
お
ぬ
さ
き
り
ぬ
さ

事
で
あ
っ
た
。
大
麻
・
切
麻
は
、

「
み
そ
ぎ
」
・
「
は
ら
へ
」
の
系

統
を
引
く
。

（
注
）
大
麻
は
大
勢
の
祓
用
、
切
麻
は
己

自
身
を
祓
用
。
し
か
し
両
者
と
も
神
に
手

向
け
る
物
を
い
う
。
（
延
喜
式
に
定
め
ら

れ
て
い
る
）

○
年
神
様
は
、
因
幡
・
伯
耆
と
も
、

色
々
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
八
頭

郡
佐
治
で
は
先
祖
神
で
、
盆
と

同
じ
よ
う
に
毎
年
そ
の
家
を
庇

護
・
支
援
す
る
た
め
に
帰
っ
て

き
て
く
だ
さ
る
と
い
う
。
岩
美

郡
国
府
で
は
、
天
照
大
神
で
、

そ
の
掛
絵
を
掛
け
る
と
い
う
。

〃
〃
》
》

さ
て
、
ご
承
知
の
通
り
本
会

は
東
・
中
・
西
部
三
つ
の
単
位

会
か
ら
な
る
協
議
会
的
な
組
織

体
制
を
と
っ
て
お
り
、
各
単
位

会
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
た
意
見
を

協
議
す
る
事
に
よ
っ
て
そ
の
運

営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
会
員
個
個
の
思
い
も
各

単
位
会
を
通
し
て
反
映
さ
れ
本

来
は
積
極
的
な
活
動
が
容
易
に

展
開
出
来
る
訳
で
す
が
、
会
員

の
殆
ど
は
他
職
を
兼
務
す
る
神

職
で
あ
り
、
更
に
は
東
西
に
長

い
当
県
ゆ
え
の
人
間
気
質
や
地

域
性
な
ど
も
あ
っ
て
の
こ
と
か

組
織
の
特
性
を
充
分
に
活
か
し

因
幡
・
伯
耆
の
年
中
行
事

I

~

二国へ

通
情 ｜

岩
美
一

秤
で
、
一

ｒ
っ
。
一

事
税
社
一

行
十
林
一

中
円
叢
一

歴
蜘
一

耆
体
一

伯
本

幡
価
一

因
定
一

東
伯
町
で
は
ト
シ
ト
コ
サ
ン
、
赤

碕
で
は
お
は
ら
い
さ
ん
、
米
子

は
田
畑
の
神
で
片
足
の
女
神
で

あ
る
と
い
う
。
日
南
町
で
は
サ

ン
バ
イ
サ
ン
と
呼
ぶ
田
の
神
で
、

片
足
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

○
五
月
五
日
の
端
午
の
節
供
に

笹
巻
を
作
ら
な
い
所
が
あ
る
。

東
伯
郡
東
郷
町
川
上
、
泊
村
園
、

大
栄
町
東
園
、
西
園
、
由
良
宿
、

妻
波
、
大
谷
、
東
伯
町
中
尾
な
ど
。

理
由
は
、
氏
神
様
が
笹
で
眼
を

突
か
れ
た
、
笹
巻
を
喉
に
詰
め

ら
れ
た
と
い
う
伝
承
。

○
山
の
神
祭
、
因
幡
は
二
月
九

日
と
十
月
九
日
。
伯
耆
は
一
月

九
日
。
両
地
方
と
も
こ
の
日
は

入
山
は
禁
止
、
ひ
た
す
ら
山
の

神
を
祭
る
。
間
違
っ
て
入
山
す

る
と
怪
我
又
は
死
。
山
の
神
は

春
に
な
る
と
田
に
下
が
っ
て
田

の
神
。
秋
の
収
穫
と
共
に
山
に

か
わ
く
る

帰
ら
れ
る
と
い
う
。
倉
吉
河
来

み見
で
は
、
好
物
お
こ
ぜ
を
供
え
る
。

を
負
の
方
向
に
向
け
る
こ
と
な

く
建
設
的
意
見
を
基
調
と
し
た

和
合
の
心
と
積
極
性
が
本
会
の

運
営
に
は
必
要
と
感
じ
ま
す
。

私
共
は
奉
務
神
社
の
維
持
発
展

と
神
職
と
し
て
の
高
邇
な
人
格

形
成
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
敬

愛
す
る
郷
土
の
伝
統
文
化
の
護

持
継
承
、
混
迷
す
る
社
会
風
潮

へ
の
危
機
意
識
を
活
動
に
反
映

し
本
会
設
立
草
創
期
の
先
輩
諸

兄
の
気
概
に
習
い
、
物
質
的
に

は
遙
か
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

っ
て
も
惟
神
の
大
道
を
見
間
違

う
事
無
く
青
年
神
職
ら
し
い
創

造
的
な
実
践
活
動
を
行
っ
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
浅
学
非

才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
当
県

斯
界
と
本
会
の
為
、
微
力
を
尽

く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で

会
員
の
皆
様
に
は
一
層
の
奮
起

第9号
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平成12年度決算および13年度予算

昨
年
の
総
会
を
以
っ
て
任
期

満
了
に
よ
り
、
鳥
取
県
青
年
神

職
会
の
会
長
を
退
任
致
し
ま
し

た
。
在
任
中
は
、
会
員
諸
氏
や

諸
先
輩
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

の
下
、
重
点
目
標
に
掲
げ
て
お

り
ま
し
た
「
鳥
取
県
神
道
青
年

会
三
十
五
周
年
記
念
事
業
」
を

っ
つ
が
な
く
執
り
納
め
る
事
が

で
き
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
二
年
の
任
期

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
西
部
・
日
野

に
甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し

た
震
災
、
皇
太
后
陛
下
の
崩
御
、

そ
し
て
神
道
青
年
会
に
於
て

も
「
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議

会
」
の
立
ち
あ
げ
等
、
様
々
あ

り
ま
し
た
が
、
私
個
人
に
と
っ

て
も
多
く
の
事
を
学
ん
だ
時
期

で
あ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
よ
り
後
、
木
山
会
長
を

平
成
十
三
年
度
鳥
取
県
神
道
青
年
会
事
業
計
画
書

退
任
挨
拶

重
点
目
標

一
、
神
道
青
年
と
し
て
の
意
識
高
揚
と
自
己
研
讃
の
実
践

二
、
単
位
会
会
員
の
相
互
交
流
を
進
め
る

三
、
神
青
協
活
動
方
針
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
進
め
る

事
業

一
、
県
神
青
通
信
第
九
号
の
発
行
（
西
部
青
年
神
職
会
担
当
）

二
、
単
位
会
に
終
け
る
事
業
の
推
進

三
、
中
国
地
区
氏
青
神
青
合
同
研
修
会
等
へ
の
派
遣
（
山
口
・
六
月
予
定
）

四
、
平
成
十
六
年
開
催
予
定
の
中
国
地
区
氏
青
神
青
合
同
研
修
会
の
準
備

〔収入の部〕 (単位：円）
へへ

項 目

会 費

助 成 金

雑 収 入

前年度繰越金

合 計

13年度予算額

105,000

212,000

20,000

191,219

528,219

12年度決算額

105,000

212,000

20,000

225,689

562.689

鳥
取
県
神
道
青
年
会

前
会
長
霧
林
敦

氏
､

そ
し
て
こ
一
事
務

〔支出の部〕

項 目

総 会 費

役貝会費

事 業 費

対外派遣助成費

事 務 費

神青協負担金

地区負担金

特別積立金

渉 外 費

予 備 費

合 計

13年度予算額

30,000

20,000

50,000

140,000

25,000

55,500

80,000

10，000

30,000

87,719

528.219

12年度決算額

30,000

20,000

50,000

140,000

25,000

55，500

80,000

10,000

30,000

122,189

562.689

る
で
あ
ろ
う
青
年
神
職
の
方
々

一
に
も
エ
ー
ル
を
送
ら
せ
て
頂
き

一
ま
す
。

一
劃
詞
劃
園
劉
剣

一
会
長
木
山
典
明
（
西
）

｜
副
会
長
横
山
景
昭
（
東
）

’
″

櫃
田
稔
（
中
）

’
〃
中
嶋
盛
浩
（
西
）

一
理
事
戸
板
重
則
（
東
）

一
″

岡
村
吉
彦
（
東
）

’
〃

伊
福
部
広
司
（
東
）

一
〃

御
舩
斎
紀
（
中
）

’
〃
池
田
豐
具
（
中
）

一
″

池
本
靖
（
中
）

一
〃
安
江
昌
史
（
西
）

’
″

門
脇
泰
成
（
西
）

’
″

今
岡
靖
史
（
西
）

｜
監
事
宇
田
川
和
人
（
東
）

’
″

池
田
宏
一
（
中
）

木
山
典
明
（
西
）

横
山
景
昭
（
東
）

櫃
田
稔
（
中
）

中
嶋
盛
浩
（
西
）

戸
板
重
則
（
東
）

岡
村
吉
彦
（
東
）

伊
福
部
広
司
（
東
）

御
舩
斎
紀
（
中
）

池
田
豐
具
（
中
）

池
本
靖
（
中
）

安
江
昌
史
（
西
）

門
脇
泰
成
（
西
）

今
岡
靖
史
（
西
）

宇
田
川
和
人
（
東
）

池
田
宏
一
（
中
）

局

中
嶋
俊
史
（
西
）

霧
林
敦
（
東
）

因
幡
。
伯
耆
の
年
中
行
事
霧
林
道
理
著

；


